
R4 ３つの重点「わかったことや思ったことを伝えることができる」 

「自分の体を知り、体力向上や健康に気を付ける」「よりよいものを作り出すために協働できる」 

 

 

ゴミも拾えない人間に チャンスは拾えない 
                            校 長  大 坂   充 

 大リーグにおいて投打の二刀流で大活躍の大谷翔平選手ですが、彼が投打以外の部分で

全米に注目されたことがありました。それは、球場にゴミが落ちていると、それを拾ってポケ

ットにしまうということです。このことは、日米の文化の違いも関係しているかも知れません。

日本では小学生の頃から、教室や部室など、自分が使う場所は自分で掃除します。そのこと

によってきれいに使おうとする気持ちが育つということも期待できます。しかし欧米では、学

校などの掃除は掃除のプロに任せるという文化が根付いています。他の大リーガーがゴミ

を拾わず、グランドキーパーなどを呼ぶのはそういう背景があるからかも知れません。 

 ５年生の道徳の教科書に「夢を実現するためには」という教材があります。そこで紹介され

ているのは、大谷選手が高校１年の時に書いた「目標達成シート」です。そのシートには、『「ド

ラ 1」８球団』という最終目標（夢）を中心に、それをかなえるために必要な８つの目標を書き、

さらにそのそれぞれを達成するために必要な８つの行動を書いています。その８つの目標の

一つに「運」とあります。「運」をつかむために必要な８つの行動は、「あいさつ」「道具を大切

に使う」「プラス思考」「応援される人間になる」「本を読む」「審判への態度」「部屋掃除」、そ

して「ゴミ拾い」でした。大谷選手は、このとき

に書いた目標をほぼ達成しました。さらに大リ

ーガーとして最高の栄誉であるＭＶＰにも選ば

れました。それでも彼は、今もなおゴミを拾い

続けているのです。 

 かつての定番学園ドラマ「３年Ｂ組金八先

生」で武田鉄矢 演じる坂本先生がこんなこ

とを言っています。「ゴミも拾えない人間はチ

ャンスも拾えましぇ～ん！」と。まさに、大谷選

手は、ゴミを拾うということを続け、目の前に

現れたチャンスをも拾い、見事に夢のさらに先

まで進んでいったのです。 

 手前味噌になりますが、本校の教頭も子ど

もたちが登校する時間帯にほぼ毎日、ゴミ拾いをしています。バケツと火ばさみを持ち、校

舎のまわりはもちろん、子どもたちが通学してくる各方面の道を進み、ゴミを拾ってきます。

通りすがりの方などに、「ご苦労さまです。」「いつもありがとうございます。」などと声をか

けられたことをうれしそうに報告してくれます。先日、ある方からいただいた手紙の追伸にこ

うありました。「出勤途中、校区のゴミ拾いをしている教頭先生を見ました。…頭が下がりまし

た。」教頭は、校区のゴミを拾いながら、子どもたちの安全を拾い上げ、さらにその姿に気づ

いてくださる皆さんの信頼をも拾っていたのです。 

 さあ、いよいよ明日から夏休みです。ゴミを拾ってください、と言うつもりはありません。大

いなる好奇心をもって、チャンスを見逃さず、チャレンジする夏休みにしてください。 
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５ 宿泊学習 
 ７月７日（木）・８日（金）、５年生は天狗山のおこ

ばち山荘にて宿泊学習を行いました。天狗山の

自然を生かした環境プログラムで学び、キャン

プファイヤーで火への感謝を知り、部屋やお風

呂、食事で公共施設の使い方や仲間との協力

を学びました。 

天候にも 

恵まれ、笑顔 

いっぱいの 

楽しい宿泊 

学習でした。 

４年・見学旅行＆屋形船 
 ７月１３日（水）、４年生は見学旅行として、塩 

谷にある「北後志広域 

クリーンセンター」と 

「札幌青少年科学館」 

に行ってきました。効 

率よく見学するため 

１組と２組で見学順を入れ替え、じっくりと時

間をかけながら見学しました。 

また、１１日には４年１組が屋形船に、１４日４年

２組は強風のため観光船に乗り、海から見た

小樽の様子や歴史について小樽観光ガイドク

ラブの方からの説明を聞きました。 

全学年で実施「情報モラル教室」 
 小樽市教育委員会 ICT 支援員の藤平 繁範 氏を講師に迎えて７月２０日から３日間、学年ごとに

「情報モラル教室」を行いました。全ての学年を貫くテーマは「いのちをまもる」「ずっと楽しく」の２

つです。そのためには、ルールを決め、それを守ること、個人情報は絶対載せないこと、知らない人

とは会わない、ネット上のいじめも決して許されることではない、…など、豊富な事例なども交えな

がら説明してくれました。現在、中学生の７人に１人が「依存症」と言われ、さらに５人に１人がその予備

軍と言われています。依存症になると、決めた時間で止めることができなくなったり、注意された時

にも止められずに逆ギレしたりするようになります。さらに自分が依存傾向にあることを認められな

くなるそうです。一度依存症になってしまうと、克服するには膨大な時間と労力が必要になります。

夏休みを前に、ご家族で時間のルールを話し合い、必ず守る習慣を付けてほしいと思います。 

 ４月１９日に３・５年生を対象として実施した「標準学力調査」の結果概要をお知らせします。 

１ 成 果 

・国語「漢字の読み書き」や算数「たし算・ひき算・かけ算」では、ドリル等を使った継続的な学習により、目

標値以上の結果が見られた。 

・国語「話や話し合いの内容を聞き取る」や算数の「角の大きさ・三角形と四角形」では、話し合い活動を

授業に取り入れたり、具体物を使ったり複数体制で進めるなどの丁寧な指導により成果が見られた。 

２ 課 題 

・国語の「条件に合わせて書く」や算数の「説明する問題・活用する問題」に課題が見られたので、発達段

階に応じて条件に合わせて書くことを授業に取り入れたり、解き方を説明する場面を設けたりする。 

・算数の「わり算の筆算・きまりの問題」に課題が見られたので、チャレンジテストなど発展的な問題に計画

的に取り組んだり、家庭学習における継続的な取組を行ったりすることにより定着を図る。 

※さらに６年生を対象に実施した全国学力・学習状況調査結果とともに、本校児童の傾向をさぐり、２学期

以降の学習指導に生かしてまいります。 


